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医療機関での毒劇物の安全な取扱いにむけて

―病棟・外来での使用にあたっての注意点―

平成14年度　厚生労働科学研究費補助金（医療技術評価総合研究事業）

「医療及び療養環境で使われる諸物品の安全性の問題についての研究」1)
主任研究者　三宅祥三　武蔵野赤十字病院院長

 　医療機関では、人体に影響のある様々な物質を取り扱っており、毒劇物等の本来人体に使用   されない物質が誤って人体に用いられる事故が発生しています。これらの事故の発生防止の   ために、本研究の結果１）および関連法規をふまえて医療機関の病棟・外来における毒劇物の管理体制について7つの点検項目を示しましたので、職場に掲示し、点検に活用してください。

【毒劇物について】

毒劇物とは、一般的には、飲んだり蒸気などとして吸入したり、皮膚や目に触れた場合に比較的少量で人体に危害を与えるものをいいます。毒物と劇物の違いはその毒性の強弱の差であり、毒物は劇物よりも毒性が強いものをいいます。　

毒劇物に該当する物質は「毒物及び劇物取締法」で定められています。

医療機関内で用いられる毒劇物の１回の使用量でも誤って人体に用いられると極めて危険な状態になることがありますので注意が必要です。　

　　特に、病棟・外来で用いられていることが多い毒劇物は次のものです。
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　　　アジ化ナトリウム（毒物） ： 蓄尿検査の防腐剤

　　　ホルムアルデヒド（劇物） ： 臓器などの検体保存、器具の消毒

　　　 （ホルマリン）　　　　　　　　　　　　　　　

　　  塩酸（劇物）             ： 蓄尿検査の添加剤

　　　トルエン（劇物）         ： 蓄尿検査の防腐剤　　

· 尚、毒薬・劇薬とは医薬品（疾病の診断、治療又は予防に使用されることが目的とされる物）

  であつて、毒物・劇物とは異なります。　　　

●毒劇物の取扱いについて不明のことがあれば各都道府県薬務主管課にお問い合わせ下さい。
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医療機関における毒劇物の管理に関する点検項目

～特に病棟・外来での毒劇物使用にあたって～

□　１.医療機関内に毒劇物を管理する組織がある。
○毒劇物を取り扱う施設では、毒劇物に関する事故防止のため、毒劇物管理委員会を設置したり、施設全体の毒劇物の管理について総括的に管理、監督する責任者（総括責任者）、更に総括責任者のもとに各病棟・外来において毒劇物の管理を行う責任者を設置し、毒劇物を適切に取り扱うための管理体制を整備している。毒劇物管理委員会では施設内の毒劇物の取り扱いだけでなく、より毒性の低い代替物の使用についても検討しましょう。
□　２.使用する毒劇物の取扱いに関するマニュアルを作成・配布している。
○毒劇物管理委員会で決定した施設内での毒劇物の取扱い方法、販売業者から提供される、個々の毒劇物についてのＭＳＤＳ（化学物質安全性データシート）等を参考にマニュアルを作成・配布している。

□　3.毒劇物の容器に適切な表示がされている。　　　　　　　

○毒劇物が入っている容器には毒物の場合「医薬用外毒物」、

劇物の場合「医薬用外劇物」の表示をしている。

　表示方法　　 　医薬用外毒物　　　　　　　　　　　　医薬用外劇物　　
　　 　　　赤地に白色で「毒物」の文字　　　 　白地に赤色で劇物の文字
○毒劇物が入っている容器には毒劇物の名称を表示している。　　　容器に表示がないと危険！　　　　　　　　

（毒劇物は無色透明な液体・粉末が多く、表示のないものは 医薬品と誤認する危険性があります）　

□　4.１回の使用に必要な量ごとに毒劇物が払い出されている。　　　　

○検査などで使う毒劇物の１回の量は少量のため、検査部等の毒劇物の保管場所から払い出す時に、

使用量を小分けした容器で払い出している。（病棟や外来などで小分けしない）

□　5.毒劇物は適切に保管されている。　　　　　　

□保管場所に毒物の場合「医薬用外　毒物」劇物の場合「医薬用外　劇物」の表示をしている。

　　□患者の目に触れることのない鍵付きの場所に保管し、使用時以外は施錠している。

□医薬品とは別の毒劇物専用の場所に保管している。

□病棟・外来における毒劇物の有無について定期的に点検している。
＊点滴等の薬品と同じ棚に保管しないようにしましょう。


＊病棟・外来の処置室等患者が立ち入る場所に毒劇物を置かないようにしましょう。

＊ﾅｰｽｽﾃｰｼｮﾝ内であっても鍵のかからない場所に保管しないようにしましょう。

　　　　（高齢者、小児などが誤って服用してしまうことがあります）

＊使用頻度の低い毒劇物は病棟・外来に常時置かないようにしましょう。　　 　 毒劇物専用の鍵つきの　　　　　　　　　　

保管場所　
□　6.毒劇物の使用量等を記録している。　　　 　　　　　　　　　　　                             
○毒劇物の紛失等による事故防止のため、検査室等の管理部門では、保管されている毒劇物の在庫量、払い出し等の記録、病棟・外来では各病棟・外来で一時的に保管されている毒劇物の在庫量、使用量、使用目的等を記録している。

○伝票等による払い出しを行っている。
□　7.使用しなかった毒劇物は、管理部門へ返却している。

＊毒劇物を安易に破棄することは環境汚染や様々な事故の原因となります。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病院名　　　　　　　　　　　
医薬用外毒物劇物危害防止管理規定（例示）
　　　所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　目的

　本規定は、毒物劇物の管理責任体制を明確にし、もって保健衛生上の危害を未然に防止することを目的とする。

２　管理責任者

　毒物劇物の取り扱いに関し、病院全体を管理・監督する毒物劇物管理責任者を設置する。

　組織図　　　　　　　管理責任者　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　職　　　　　　　員
　　
	· 管理責任者は、毒物劇物の取り扱いに関し、必要な指示を職員に与えるものとする。

· 各職員は、管理者の指示に従い、また必要な助言および報告を行うものとする。


＊業務　管理責任者は、「４．注意及び確認事項」に掲げる管理簿・自己点検表・取扱い等を定期的に確認し、異常が認められた時は、速やかに必要な措置を行う。

３　緊急連絡網

　　事故等が発生した際に、速やかな対応を行い、毒物劇物による危害を最小限にくい止めるため緊急連絡体制を確立する。


病　　院　　長

　　　　　　　　　℡：　　　　　　　　　　　　　


管理責任者　　　　　　　　　　　　　　職　　員　　　　　　　　　　事故発見者



　警察署　　℡　　　　　　　　　　　　　　
　消防署　　℡　　　　　　　　　　　　　　　　　　夜間・休日の緊急連絡先
　保健所　　℡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：℡　　　　　　　　　　　

４　注意及び確認事項

ア　取扱う毒物劇物名、通常保管量の規定

1 毒劇物の保管・管理の適正化を図るため、別紙の管理簿を作成する。

2 各職員は、取扱う毎に必ず記入するものとする。

3 最小保管量を下回った時点で、購買担当者が購入することとする。

4 必要以上のものを保管しないように厳守する。
イ　貯蔵設備についての規定

　　①取扱い、貯蔵の日常点検及び管理・保守の点検は、責任者を定め、別紙の点検表により点検を行い記入するものとする。　　（別紙：貯蔵設備点検表等）
　　②貯蔵設備の条件

1. スチール製等の堅固なものとする。

2. 施錠できるものであること

3. 医薬用外毒物又は医薬用外劇物の表示が明瞭に表示されていること

4. 飛散、漏れ、しみ出、流出、地下にしみこむ恐れのないこと

5. 震災対策として壁（床）に固定されていること

6. 内部の棚が固定されていること

7. 毒物劇物容器の転倒・落下防止措置を設けていること

8. 医薬用外毒物劇物以外のものを保管しないように厳守すること

　　③設備の改修等や震災等を含む異常事態発生時の点検・保守党については異常のないことを点検等により管理責任者が確認のうえ、取扱いを再開すること

ウ　取扱いについての規定

　毒物劇物の取扱い等の適正化を図るため、職員は以下のことを守ることとする。

1 貯蔵庫は常時施錠し、必要なときのみあけることとし、カギは責任者をきめて保管することとする。

2 購入時・保管中の薬品類及びその容器に異常がないかどうか必ず確認すること。

3 取り扱う毒物劇物毎に、事故の無いように労働安全上を含めた取扱い方法の基準を作成する。必要な場合は、保護具（防毒マスク、保護眼鏡、保護長靴、保護手袋、保護衣、等）を着用する。

4 毒物劇物に関する病院施設は、常時点検する。必要な場合には、換気装置、集塵装置、廃水処理装置等を設ける。

5 使用後の毒物劇物の空容器は、保健衛生上危害のない方法で処分する。

エ　応急の措置

1 取扱っている毒物劇物について、「応急の措置」の規定を作成し、規定に措置する。

2 万一、流出・飛散・しみ漏れ出の事故を起こした場合は、直ちに「３．緊急連絡網」により関係者に連絡するとともに、別紙「応急措置」の内容により対応し、被害拡大を防止するものとする。

3 また、緊急時に備えて吸着剤、除外剤、消火器、保護具等を常備しておくこと。

4 廃棄については自家処理が困難である場合は、産業廃棄物処理許可業者に委託し、業者から処理証明書を受け取って内容を確認の上保管しておく。自家処理を行う場合には、処理計画を立てて、方法・結果についての記録を保管しておく。

５　教育及び訓練

　毒物劇物の貯蔵又は取扱いの作業を行う者、作業に係る設備等の点検・保守を行うもの並びに通報及び応急の措置を行うものに対して、その役割を具体的に定め、毎年必要な教育及び訓練を行う。

　　　（教育及び訓練）

    ア．法の規制に関する教育

イ．事故時等の応急措置に関する教育及び訓練

ウ．毒物劇物の危害性に関する教育

エ．防災訓練

オ．毒物劇物の安全な取扱いに関する教育

　規定　　　　年　　月　　日　　規定者　　　　　　　　　　　　印

　改定　　　　年　　月　　日　　改定者　　　　　　　　　　　　印
病院

医薬用外毒物劇物管理簿（例示）
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病院

　自己点検表（例示）

　　別紙

	　　　　　　　　　　　　確認年月日

確認事項
	・
・
	・
・
	・
・
	・
・
	・
・
	・
・
	・
・

	貯

蔵

設

備
	保

管

庫
	カギの設備
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	常時施錠
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	「医薬用外毒物」「医薬用外

劇物」の文字
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	壁への固定
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	飛散・流出防止対策
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	他の物との区別
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	転倒防止
	
	
	
	
	
	
	

	
	改修・異常事態発生時の確認
	
	
	
	
	
	
	

	容器のチェツク
	「医薬用外毒物」「医薬用外

劇物」の文字
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他の表示
	
	
	
	
	
	
	

	
	運搬容器の基準に適合しているか
	
	
	
	
	
	
	

	
	容器の異常はないか
	
	
	
	
	
	
	

	応急の措置
	取扱品目についての応急の措置を定めているか
	
	
	
	
	
	
	

	
	応急措置に必要な設備・器材の配

備・訓練がなされているか
	
	
	
	
	
	
	

	廃棄
	廃棄は適正か
	
	
	
	
	
	
	

	管理簿
	使用量、在庫量は適正か
	
	
	
	
	
	
	

	確認印
	担当者（印）
	
	
	
	
	
	
	

	
	責任者（印）
	
	
	
	
	
	
	


· 本資料は、東京都作成資料を研究資料として再度入力したものであり、表の規格、図表の大きさ等が若干異なる。





























































